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更
新
す
る
会
員
証
を
発
行
し
、

入
場
時
に
提
示
し
て
い
た
だ

き
判
断
す
る
。

松
田
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
の
指
定
管
理
契
約
は
、
平

成
29
年
度
で
５
年
間
が
終
了

す
る
が
、
経
営
状
況
も
思
わ

し
く
な
く
、
そ
の
後
の
業
者

選
定
に
あ
た
っ
て
は
難
航
す

る
の
で
は
な
い
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

え
て
い
る
一
方
、
図
書
の
購

入
費
は
減
っ
て
い
る
が
、
ど

う
な
の
か
。

（
教
育
課
）

　

現
状
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム

が
６
年
目
で
保
守
契
約
が
終

了
し
、
新
し
く
入
れ
替
え
と

な
る
。
予
算
の
範
囲
内
で
皆

さ
ん
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う

た
め
の
、
新
し
い
取
り
組
み

を
工
夫
し
て
い
く
。

保
育
園
・
学
童
の
入
所

基
準
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
は
減

少
し
て
い
る
が
、
利
用
状
況

は
ど
う
か
。
町
の
待
機
児
童

寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ビ
レ
ッ

ジ
事
業
の
中
で
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
利
用
料
金
の
改
定
が
さ

れ
、
町
内
在
住
と
在
勤
者
は

安
価
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

町
内
か
町
外
か
の
判
断
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
に
つ

い
て
は
、
身
分
証
明
と
な
る

も
の
に
よ
り
、
１
年
に
１
回

定
住
化
・
少
子
化
事
業

の
進
行
状
況
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

山
北
町
と
広
域
で
行
い
６
組

成
立
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
松
田
同
窓
会
事
業
や
二
世

帯
同
居
等
支
援
事
業
等
で
二

世
帯
同
居
を
含
め
多
く
の
方

が
当
町
に
移
住
で
き
て
い
る
。

図
書
館
の
管
理
費
は
増

　

今
後
の
ハ
ー
ブ
館
の
管

理
・
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

ハ
ー
ブ
園
の
み
で
な
く
、
西

平
畑
公
園
全
体
を
含
め
た
指

定
管
理
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
ハ
ー
ブ
館
の
物
品
販

売
・
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
に
対

し
て
も
、
充
実
を
図
っ
て
い

く
よ
う
に
調
整
を
し
て
い
く
。

新
松
田
駅
周
辺
に
バ
ス

の
待
合
所
の
設
置
を
毎
年
求

め
て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

桜
ま
つ
り
の
時
の
物
販
所

を
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。
所
有
者
の
方
や
交

通
事
業
者
等
と
調
整
を
し
て

進
め
て
い
く
。

松
田
小
学
校
の
プ
ー
ル

が
昨
年
の
夏
休
み
中
、
閉
鎖

と
な
っ
た
理
由
と
今
後
の
対

応
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
教
育
課
）

　

猛
暑
だ
っ
た
こ
と
や
、
遊

び
の
多
様
化
等
で
プ
ー
ル
の

利
用
者
が
減
少
し
た
の
が
理

由
で
す
。
29
年
度
も
学
童
保

育
の
子
ど
も
達
も
含
め
、
松

田
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
利
用

を
続
け
て
い
き
た
い
。

有
害
獣
防
止
柵
の
設
置

補
助
金
が
１
ｍ
当
た
り
１
５

０
０
円
で
、
１
件
20
万
円
以

内
に
抑
え
る
よ
う
に
と
あ
る

が
、
１
５
０
ｍ
の
防
護
柵
を

設
置
し
た
場
合
、
不
足
金
が

生
じ
て
し
ま
う
が
。

（
観
光
経
済
課
）

　

現
状
は
、
１
ｍ
当
た
り
１

５
０
０
円
と
い
う
枠
組
み
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関

し
て
は
、
現
実
に
即
し
た
要

綱
に
変
え
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。

施
　
　
　
設

そ
　
の
　
他

予算審査特別委員会報告書（抜粋）

審査の内容
　歳入については一括、歳出については款ごとに審査
しました。歳入は、自主財源の根幹である町税は減少
傾向にあり、新たな財源の確保に取り組む必要があり
ます。
　歳出は、地方創生事業の取り組みを積極的に行い、
予算額は45億6,000万円となり、過去2番目に大き
な予算規模ですが、内容は厳しい予算編成となってい
ます。
　これらのことを踏まえ、次の項目について強く申し
入れて、賛成することとしました。
（1）財源内訳は、自主財源が減り依存財源が増えてお
　り、弾力性がなくなっているので、新たな自主財源
　の確保に努められたい。
（2）ＰＦＩ事業で町営住宅建設が始まるが、議会との
　調整を密にし執行されたい。
（3）旧松田土木事務所跡地利用については、地方創生
　事業により進めるが、議会との調整を密にし執行さ
　れたい。
（4）事業の増加に伴い時間外勤務手当が増額されてい
　るが、執行管理を徹底されたい。

自然環境豊かで人気のドッグラン

増築が予算化された松田さくら保育園


